
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】ラケットガットの組合せ式吸振平衡器の提供。

【解決手段】第１吸振体１０と、該第１吸振体外環面を

被覆する第２吸振体２０で構成され、該第１吸振体内側

の中空収容室１１内に複数の顆粒物３０が収容され、該

第２吸振体外周にラケットガットと係合する位置決め溝

２２が環状に設けられ、これにより、該第１吸振体と第

２吸振体が嵌合され一体とされる時、吸振平衡器の吸音

、振動防止、バランス効果が向上され、分解交換可能で

単体でも使用できる特徴を有している。

【選択図】図２
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ラ ケ ッ ト ガ ッ ト の 組 合 せ 式 吸 振 平 衡 器 に お い て 、
　 内 側 に 中 空 収 容 室 が 形 成 さ れ て 該 中 空 収 容 室 内 に 複 数 の 顆 粒 物 が 収 容 さ れ 、 環 周 面 に 沿
っ て 第 ２ 吸 振 体 の 嵌 合 に 供 さ れ る 組 付 け 空 間 が 開 設 さ れ た 、 第 １ 吸 振 体 と 、
　 内 側 に 貫 通 部 が 形 成 さ れ 、 外 周 に 環 状 に 位 置 決 め 溝 が 開 設 さ れ た 第 ２ 吸 振 体 と 、
　 を 具 え 、 第 ２ 吸 振 体 が 第 １ 吸 振 体 の 外 周 に 嵌 合 さ れ 、 吸 音 、 吸 振 、 平 衡 機 能 が 向 上 さ れ
、 分 解 し て 第 １ 吸 振 体 、 第 ２ 吸 振 体 を 単 独 使 用 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 ラ ケ ッ ト ガ
ッ ト の 組 合 せ 式 吸 振 平 衡 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の ラ ケ ッ ト ガ ッ ト の 組 合 せ 式 吸 振 平 衡 器 に お い て 、 第 １ 吸 振 体 内 に 収 容 さ
れ る 顆 粒 物 が 必 要 に 応 じ て そ の 数 量 を 増 加 或 い は 一 つ に ま で 減 ら す こ と が で き る こ と を 特
徴 と す る 、 ラ ケ ッ ト ガ ッ ト の 組 合 せ 式 吸 振 平 衡 器 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は テ ニ ス ラ ケ ッ ト の 技 術 領 域 に 属 し 、 特 に 、 ラ ケ ッ ト で 球 を 打 つ 時 に 、 ラ ケ ッ ト
と 球 の 衝 突 の 振 動 、 音 を 減 ら せ る 吸 振 器 の 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 生 活 品 質 が 向 上 し レ ジ ャ ー や 健 康 が 重 視 さ れ る よ う に な っ た こ と で 、 現 代 人 は 仕 事 以 外
に 、 ま す ま す 余 暇 の ス ポ ー ツ 、 例 え ば 水 泳 、 ゴ ル フ 、 テ ニ ス 等 を 重 視 す る よ う に な っ た 。
各 種 の 余 暇 の ス ポ ー ツ の う ち 、 運 動 過 程 で 引 き 起 こ さ れ る 傷 害 を 如 何 に 防 止 す る か は 、 ス
ポ ー ツ 製 品 に 求 め ら れ る 目 的 の 一 つ で あ る 。 テ ニ ス ラ ケ ッ ト に 関 し て は 、 グ リ ッ プ 部 分 に
握 持 の 快 適 度 が 求 め ら れ る ほ か 、 如 何 に 打 撃 時 に 発 生 す る 振 動 を 最 低 に ま で 減 ら し 、 振 動
力 が グ リ ッ プ を 通 し て 使 用 者 の 手 に 伝 わ る こ と に よ り 引 き 起 こ さ れ る 手 部 の 不 適 や 運 動 傷
害 を 減 ら す か が も う 一 つ の 重 点 と な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の た め 、 本 考 案 者 は 特 許 文 献 １ で 振 動 防 止 装 置 を 提 供 し て お り 、 そ れ に よ る と 、 該 振
動 防 止 装 置 は 軟 質 の 弾 性 体 と さ れ 、 且 つ 振 動 防 止 装 置 の 表 面 に ガ ッ ト を 挟 着 で き る 挟 持 溝
が 設 け ら れ 、 振 動 防 止 装 置 が ガ ッ ト 間 に 固 定 可 能 と さ れ 、 該 振 動 防 止 装 置 の 内 部 の 所 定 の
部 分 に 収 容 孔 が 設 け ら れ て 金 属 ボ ー ル が 置 か れ 、 ラ ケ ッ ト で 球 を 打 つ 時 の 該 金 属 ボ ー ル の
収 容 孔 内 で の 高 周 波 振 動 に よ り 、 吸 音 、 吸 振 の 効 果 を 達 成 す る 。 こ の 周 知 の 技 術 は 使 用 上
、 予 期 さ れ た 振 動 防 止 効 果 を 達 成 で き る が 、 そ の 構 造 は 単 一 の 個 体 で あ り 、 且 つ そ の 内 部
に 収 容 さ れ る 金 属 ボ ー ル は 一 つ で あ り 、 打 撃 力 が 比 較 的 大 き い 時 に は 、 吸 振 と 吸 音 の 効 果
が 不 良 と な る た め 、 改 善 の 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 台 湾 実 用 新 案 公 告 第 ５ ４ ５ ２ ６ ７ 号 明 細 書
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 考 案 は 上 述 の 従 来 の 技 術 の 問 題 を 解 決 す る た め に 提 供 す る も の で あ り 、 本 考 案 の 主 要
な 目 的 は 、 一 種 の ラ ケ ッ ト ガ ッ ト の 組 合 せ 式 吸 振 平 衡 器 を 提 供 す る こ と に あ り 、 そ れ は 、
ラ ケ ッ ト の 振 動 力 減 少 と 平 衡 用 の 吸 振 体 の 使 用 上 の 吸 振 、 平 衡 効 果 を 向 上 し た だ け で な く
、 吸 振 体 を 組 合 せ 式 に 使 用 可 能 と し た も の と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 １ の 考 案 は 、 ラ ケ ッ ト ガ ッ ト の 組 合 せ 式 吸 振 平 衡 器 に お い て 、
　 内 側 に 中 空 収 容 室 が 形 成 さ れ て 該 中 空 収 容 室 内 に 複 数 の 顆 粒 物 が 収 容 さ れ 、 環 周 面 に 沿
っ て 第 ２ 吸 振 体 の 嵌 合 に 供 さ れ る 組 付 け 空 間 が 開 設 さ れ た 、 第 １ 吸 振 体 と 、
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　 内 側 に 貫 通 部 が 形 成 さ れ 、 外 周 に 環 状 に 位 置 決 め 溝 が 開 設 さ れ た 第 ２ 吸 振 体 と 、
　 を 具 え 、 第 ２ 吸 振 体 が 第 １ 吸 振 体 の 外 周 に 嵌 合 さ れ 、 吸 音 、 吸 振 、 平 衡 機 能 が 向 上 さ れ
、 分 解 し て 第 １ 吸 振 体 、 第 ２ 吸 振 体 を 単 独 使 用 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 ラ ケ ッ ト ガ
ッ ト の 組 合 せ 式 吸 振 平 衡 器 と し て い る 。
　 請 求 項 ２ の 考 案 は 、 請 求 項 １ 記 載 の ラ ケ ッ ト ガ ッ ト の 組 合 せ 式 吸 振 平 衡 器 に お い て 、 第
１ 吸 振 体 内 に 収 容 さ れ る 顆 粒 物 が 必 要 に 応 じ て そ の 数 量 を 増 加 或 い は 一 つ に ま で 減 ら す こ
と が で き る こ と を 特 徴 と す る 、 ラ ケ ッ ト ガ ッ ト の 組 合 せ 式 吸 振 平 衡 器 と し て い る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 考 案 の ラ ケ ッ ト ガ ッ ト の 組 合 せ 式 吸 振 平 衡 器 は 、 第 １ 吸 振 体 と 、 該 第 １ 吸 振 体 外 環 面
を 被 覆 す る 第 ２ 吸 振 体 で 構 成 さ れ 、 該 第 １ 吸 振 体 内 側 の 中 空 収 容 室 内 に 複 数 の 顆 粒 物 が 収
容 さ れ 、 該 第 ２ 吸 振 体 外 周 に ラ ケ ッ ト ガ ッ ト と 係 合 す る 位 置 決 め 溝 が 環 状 に 設 け ら れ 、 こ
れ に よ り 、 該 第 １ 吸 振 体 と 第 ２ 吸 振 体 が 嵌 合 さ れ 一 体 と さ れ る 時 、 吸 振 平 衡 器 の 吸 音 、 振
動 防 止 、 バ ラ ン ス 効 果 が 向 上 さ れ 、 分 解 交 換 可 能 で 単 体 で も 使 用 で き る 特 徴 を 有 し て い る
。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 考 案 の ラ ケ ッ ト ガ ッ ト の 組 合 せ 式 吸 振 平 衡 器 は 、 嵌 合 さ れ 一 体 と さ れ る 第 １ 吸 振 体 と
第 ２ 吸 振 体 で 構 成 さ れ 、 第 １ 吸 振 体 の 内 側 に 中 空 収 容 室 が 形 成 さ れ 、 外 側 に そ の 環 周 面 に
沿 っ て 組 付 け 空 間 が 開 設 さ れ 、 且 つ 該 中 空 収 容 室 に 外 界 と 連 通 す る 孔 が 設 け ら れ 、 複 数 の
顆 粒 物 が 該 孔 を 通 し て 該 中 空 収 容 室 内 に 置 か れ 、 該 組 付 け 空 間 が 第 ２ 吸 振 体 の 嵌 合 組 合 せ
に 供 さ れ 、 該 第 ２ 吸 振 体 の 内 側 に 貫 通 部 が 形 成 さ れ 、 外 側 に 環 状 に 位 置 決 め 溝 が 形 成 さ れ
、 並 び に 位 置 決 め 溝 が ラ ケ ッ ト ガ ッ ト を 使 用 時 に 嵌 合 し て 組 み 合 わ せ る の に 供 さ れ る 。 こ
れ に よ り 、 第 ２ 吸 振 体 が 第 １ 吸 振 体 の 外 環 に 嵌 合 さ れ て 機 能 性 が 良 好 な 振 動 防 止 体 が 形 成
さ れ 、 吸 振 平 衡 器 の 吸 音 、 吸 振 、 平 衡 効 果 を 高 め た だ け で な く 、 分 解 交 換 或 い は 単 体 使 用
の 特 徴 を 具 備 す る も の と さ れ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ か ら 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 本 考 案 の ラ ケ ッ ト ガ ッ ト の 組 合 せ 式 吸 振 平 衡 器 は 、 第
１ 吸 振 体 １ ０ と 第 ２ 吸 振 体 ２ ０ を 包 含 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 該 第 １ 吸 振 体 １ ０ は 略 円 形 リ ン グ 状 を 呈 し 、 そ の 内 側 に 中 空 収 容 室 １ １ が 形 成 さ れ 、 外
側 に そ の 環 周 面 に 沿 っ て 組 付 け 空 間 １ ２ が 開 設 さ れ 、 且 つ 該 中 空 収 容 室 １ １ に 外 界 と 連 通
す る 孔 １ ３ が 設 け ら れ 、 複 数 の 顆 粒 物 ３ ０ が 該 孔 １ ３ を 通 し て 該 中 空 収 容 室 １ １ 内 に 置 か
れ 、 原 則 上 は 該 孔 １ ３ の 開 口 は 開 放 式 （ 或 い は 閉 合 可 能 ） と さ れ 、 顆 粒 物 ３ ０ は 必 要 に よ
り そ の 数 量 を 増 減 で き る 。 該 組 付 け 空 間 １ ２ は 第 ２ 吸 振 体 ２ ０ を 嵌 合 す る 時 の 位 置 決 め に
用 い ら れ 、 そ の 幅 は 第 ２ 吸 振 体 ２ ０ よ り 大 き く 、 第 ２ 吸 振 体 ２ ０ を 該 組 付 け 空 間 １ ２ に 組
み 付 け る 時 に 位 置 調 整 で き る ゆ と り を 有 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 該 第 ２ 吸 振 体 ２ ０ は 環 状 物 と さ れ 、 そ の 内 側 に 第 １ 吸 振 体 １ ０ と 嵌 合 さ れ る 貫 通 部 ２ １
が 形 成 さ れ 、 外 周 面 に ラ ケ ッ ト ４ ０ の ガ ッ ト ４ １ を 嵌 設 す る 位 置 決 め 溝 ２ ２ が 形 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 本 考 案 の ラ ケ ッ ト ガ ッ ト の 組 合 せ 式 吸 振 平 衡 器 は 以 上 の 部 品 で 組 成 さ れ て
、 第 ２ 吸 振 体 ２ ０ が 第 １ 吸 振 体 １ ０ の 外 環 周 に 嵌 合 組 付 け ら れ て 機 能 性 が 良 好 な ラ ケ ッ ト
ガ ッ ト の 組 合 せ 式 吸 振 平 衡 器 が 形 成 さ れ 、 そ の 吸 音 、 振 動 防 止 及 び 平 衡 の 機 能 が 向 上 さ れ
た だ け で な く 、 分 解 交 換 或 い は 第 １ 、 ２ 吸 振 体 １ ０ 、 ２ ０ を 単 体 使 用 で き る 特 徴 を 具 備 す
る も の と さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 考 案 の 使 用 の 詳 細 な 変 化 に つ い て は 以 下 の と お り で あ る 。 本 考 案 を 使 用 す る 時 、 組 合
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せ 後 の ラ ケ ッ ト ガ ッ ト の 組 合 せ 式 吸 振 平 衡 器 が ラ ケ ッ ト ４ ０ の 最 外 側 の ガ ッ ト ４ １ 部 分 に
置 か れ 、 す な わ ち 該 位 置 決 め 溝 ２ ２ と ガ ッ ト ４ １ の 嵌 合 結 合 に よ り 、 吸 振 平 衡 器 が ラ ケ ッ
ト ４ ０ に 固 定 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 使 用 者 が ラ ケ ッ ト ４ ０ で 球 を 打 つ 時 、 そ の 打 撃 面 と ボ
ー ル の 接 触 に よ り 発 生 す る 振 動 が こ れ ら 顆 粒 物 ３ ０ に 高 周 波 振 動 を 発 生 さ せ 、 該 吸 振 平 衡
器 の 軟 性 材 質 の 弾 性 特 性 が 組 み 合 わ さ れ 、 振 動 力 を 吸 収 し 、 騒 音 を 減 ら す 目 的 を 達 成 す る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ４ か ら ６ に 示 さ れ る よ う に 、 本 考 案 を 使 用 す る 時 は 、 使 用 者 の 必 要 に 応 じ て 吸 振 平 衡
器 の ラ ケ ッ ト に お け る 取 付 位 置 を 変 更 で き 、 す な わ ち 打 球 時 の 振 動 力 を 減 ら し た い 時 は 、
吸 振 平 衡 器 を ラ ケ ッ ト ４ ０ の 打 撃 面 下 端 に 取 付 る と 、 打 撃 時 に 発 生 す る 反 作 用 力 が ラ ケ ッ
ト ４ ０ の グ リ ッ プ を 通 り 手 部 に 至 る 時 に 、 ま ず 吸 振 平 衡 器 を 通 過 し て そ の 大 部 分 の 力 が 吸
収 さ れ る た め 、 振 動 力 を 減 ら す 目 的 を 達 成 す る 。 次 に 、 ラ ケ ッ ト ４ ０ で 打 撃 時 の 平 衡 度 を
増 し た い 時 は 、 吸 振 平 衡 器 を ラ ケ ッ ト ４ ０ の 相 対 す る 外 側 端 部 分 に 取 り 付 け る か 、 ラ ケ ッ
ト の グ リ ッ プ と 反 対 の 上 端 部 分 に 取 り 付 け る 。 こ れ に よ り 、 ラ ケ ッ ト ４ ０ で 打 撃 時 の 打 撃
の 平 衡 度 と 重 力 が 増 さ れ る 。 更 に 説 明 す る と 、 本 考 案 を 使 用 す る 時 は 、 吸 振 と 平 衡 の 使 用
の 必 要 に よ り 第 １ 吸 振 体 １ ０ 内 の 顆 粒 物 ３ ０ 数 量 を 増 減 で き 、 更 に 図 ７ 、 ８ に 示 さ れ る よ
う に 、 本 考 案 は ま た 第 １ 吸 振 体 １ ０ 及 び 第 ２ 吸 振 体 ２ ０ を 分 解 後 に そ れ ぞ れ 単 独 で 使 用 で
き る 。 こ う し て 、 使 用 者 は 実 際 の 必 要 に 応 じ て 最 適 の 使 用 方 式 を 選 択 で き 、 こ れ に よ り 本
考 案 の 実 用 価 値 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 上 に 説 明 し た よ う に 、 本 考 案 は 上 述 の 構 造 設 計 に よ り 、 周 知 の 技 術 の 欠 点 を 有 効 に 克
服 し 、 更 に は 上 述 の 多 く の 長 所 と 実 用 価 値 を 有 す る 。 ゆ え に 本 考 案 は 極 め て 創 作 性 を 有 し
て お り 、 同 じ 技 術 領 域 中 に 同 じ 或 い は 類 似 の 製 品 の 創 作 或 い は 公 開 使 用 は 見 ら れ ず 、 ゆ え
に 本 考 案 は 新 規 性 と 進 歩 性 の 実 用 新 案 登 録 の 要 件 を 具 備 し て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 立 体 組 合 せ 外 観 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 考 案 の 立 体 分 解 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 考 案 の 組 合 せ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 考 案 の 第 １ 種 の 使 用 形 態 表 示 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 考 案 の 第 ２ 種 の 使 用 形 態 表 示 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 考 案 の 第 ３ 種 の 使 用 形 態 表 示 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 考 案 の 第 ４ 種 の 使 用 形 態 表 示 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 考 案 の 第 ５ 種 の 使 用 形 態 表 示 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
１ ０ 　 第 １ 吸 振 体 　 　 　 　 　 １ １ 　 中 空 収 容 室
１ ２ 　 組 付 け 空 間 　 　 　 　 　 １ ３ 　 孔
２ ０ 　 第 ２ 吸 振 体 　 　 　 　 　 ２ １ 　 貫 通 部
２ ２ 　 位 置 決 め 溝 　 　 　 　 　 ３ ０ 　 顆 粒 物
４ ０ 　 ラ ケ ッ ト 　 　 　 　 　 　 ４ １ 　 ガ ッ ト
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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